平成20年（ワ）第　　１２３号　損害賠償請求事件

原告　美留野　桜菜
被告　早田　伸
答　弁　書

平成20年3月15日

名古屋地方裁判所民事第1部　御中

〒９８７－６５４３　愛知県円谷町銀河７丁目８番地　星雲荘M２階
被告　　　早田伸
〒２２２－３３３３　愛知県みなみアルプス市葵４丁目５番地６号
　　　　　嵯峨西山弁護士事務所（送達場所）

上記訴訟代理人弁護士　　　西山典邦　
　　　嵯峨千知理　　

電話　（０５２３）３３－３３３３

FAX　（０５２３）５５－５５５５　　
第1　請求の趣旨に対する答弁

1.　原告の請求を棄却する。

2.　訴訟費用は原告の負担とする。

との判決を求める

第2　請求の原因に対する認否

　1.　請求原因第1項記載の事実は認める。

2.　同2項の１号の事実は認める。

　　同2項の2号の事実は認めない。

　　同2項の3号の事実は認めない。

3． 同3項の1号は争う。

　　同3項の2号は争う。

4． 同4項の1号から3号のうち、原告のビルの損害が発生したことは認めるが、その余は全て争う。

第3　関連事実に関する認否
1. 第１項の事実は認めない。

2. 同2項の事実は認めない。
第4　被告の主張
1．被告は愛知県みなみやま市北町1丁目1番地所在の原告が所有する本件建物ビルを壊す意思はなかった。
　2.　被告は自身に比べ、かなり体格差のあるAと対峙する上で、相当の注意を払いながらAと戦っていたが、Aの強さ及び出現場所を鑑みると、周辺の建物にある程度の影響が出ることを免れるのは、甚だ困難である。立地条件などを鑑みると、ビルの倒壊を免れることは甚だ困難である。

　3.　被告の行為とビルの倒壊との間に因果関係は存在するものの、被告の行動はAから街を守るためにしたものであり、その利益はAの被害を免れた市民が享受したものであるから、戦闘において生じた損害の全てを被告が賠償するのは不当である。

　4.　被告は民法第720条2項の緊急避難が成立すると主張する。
　5.　原告は本訴において不法行為を理由とする損害賠償の請求を主張するが、上記の通り、本訴請求は速やかに棄却されるべきである。

以上

附属書類

